
別
記
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
（
第
四
条
の
二
関
係
）

日
本
国
政
府
法
務
省

通
知

書

殿

１
氏

名
男女

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

２
生
年
月
日

年
月

日
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

番
号

年
月
日

別
表
第
五
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
六
（
第
五
十
九
条
の
三
関
係
）

名

称

入
国
管
理
官
署

担
当
区
域
内
に
あ
る
入
国
者
収
容
所
等
及
び
出
国
待
機
施
設

東
日
本
地
区
入
国

者
収
容
所
等
視
察

委
員
会

東
京
入
国
管
理
局

一

入
国
者
収
容
所
東
日
本
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

二

札
幌
入
国
管
理
局
、
仙
台
入
国
管
理
局
及
び
東
京
入
国
管
理

局
の
収
容
場

三

別
表
第
五
の
一
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
施
設

西
日
本
地
区
入
国

者
収
容
所
等
視
察

委
員
会

大
阪
入
国
管
理
局

一

入
国
者
収
容
所
西
日
本
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
入
国
者
収

容
所
大
村
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー

二

名
古
屋
入
国
管
理
局
、
大
阪
入
国
管
理
局
、
広
島
入
国
管
理

局
、
高
松
入
国
管
理
局
及
び
福
岡
入
国
管
理
局
の
収
容
場

三

別
表
第
五
の
二
及
び
三
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
施
設

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

（
委
員
会
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
五
十
九
条
の
五

法
第
六
十
一
条
の
七
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
的
な
情
報
の
提
供
は
、
入
国
者
収
容
所
長

又
は
地
方
入
国
管
理
局
長
（
以
下
「
入
国
者
収
容
所
長
等
」
と
い
う
。）が
、
毎
年
度
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
最
初
の

委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
入
国
者
収
容
所
等
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
入
国
者
収
容
所
等
の
運
営

の
状
況
を
把
握
す
る
の
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

入
国
者
収
容
所
等
の
概
要

二

収
容
定
員
及
び
収
容
人
員
の
推
移

三

入
国
者
収
容
所
等
の
管
理
の
体
制

四

法
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
与
及
び
給
与
の
状
況

五

被
収
容
者
の
自
費
に
よ
る
物
品
の
購
入
並
び
に
物
品
の
授
与
及
び
送
付
の
状
況

六

被
収
容
者
に
対
し
て
講
じ
た
衛
生
上
及
び
医
療
上
の
措
置
の
状
況

七

規
律
及
び
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
執
つ
た
措
置
の
状
況

八

被
収
容
者
に
よ
る
面
会
及
び
通
信
の
発
受
の
状
況

九

被
収
容
者
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び
申
出
の
状
況

十

被
収
容
者
か
ら
の
処
遇
に
関
す
る
入
国
警
備
官
の
措
置
に
係
る
不
服
申
出
の
状
況

２

法
第
六
十
一
条
の
七
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
一
条
の
七
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
的

な
情
報
の
提
供
は
、
出
国
待
機
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
入
国
管
理
局
の
長
が
、
毎
年
度
、
そ
の
年
度
に
お

け
る
最
初
の
委
員
会
の
会
議
に
お
い
て
、
出
国
待
機
施
設
の
概
要
、
当
該
施
設
の
入
所
定
員
及
び
使
用
者
数
の
推
移

並
び
に
当
該
施
設
の
使
用
者
か
ら
の
施
設
に
関
す
る
意
見
の
提
出
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
の
運
営
に
関
し
特
記
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
出
国
待
機
施
設
の
運
営
の
状
況
を
把
握
す
る
の
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
六
十
一
条
の
七
の
四
第
一
項
（
法
第
六
十
一
条
の
七
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
る
必
要
に
応
じ
た
情
報
の
提
供
は
、
入
国
者
収
容
所
長
等
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
委
員
会
の
会
議
に
お

い
て
、
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
の
に
必
要
な
情
報
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

入
国
者
収
容
所
等
又
は
出
国
待
機
施
設
の
運
営
の
状
況
に
相
当
程
度
の
変
更
が
あ
つ
た
場
合

二

委
員
会
か
ら
入
国
者
収
容
所
等
又
は
出
国
待
機
施
設
の
運
営
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合

三

委
員
会
の
意
見
を
受
け
て
措
置
を
講
じ
た
場
合

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
国
者
収
容
所
長
等
が
入
国
者
収
容
所
等
又
は
出
国
待
機
施
設
の
運
営
の
状

況
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
場
合

第
六
十
一
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
第
一
号
」
を
加
え
、
同
条
中
第
一
号
の
二
を
第
一
号
の
三

と
し
、
第
一
号
を
第
一
号
の
二
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

法
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
権
限

第
六
十
一
条
の
二
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限

第
六
十
一
条
の
二
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
の
二

法
第
二
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
権
限

第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
就
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
」
を
削
り
、
同
条

第
二
項
第
四
号
中
「
若
し
く
は
就
学
」
を
削
る
。

第
六
十
四
条
第
三
項
第
七
号
及
び
第
八
号
中
「
三
年
間
」
を
「
五
年
間
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
留
学
の
項
中
「
又
は
一
年
」
を
「
、
一
年
又
は
六
月
」
に
改
め
、
同
表
の
就
学
の
項
を
削
る
。

別
表
第
三
の
研
究
の
項
の
資
料
の
欄
第
二
号
ハ
中
「
外
国
の
事
業
所
」
の
下
に「（
転
勤
の
直
前
一
年
以
内
に
申
請
人

が
研
究
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
に
業
務
に
従
事
し
て
い
た

本
邦
の
事
業
所
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
企
業
内
転
勤
の
項
の
資
料
の
欄
第
三
号
中
「
外
国
の
事
業
所
」
の
下
に「（
転
勤
の
直
前
一
年
以
内
に
申

請
人
が
企
業
内
転
勤
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
本
邦
に
在
留
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
に
業
務
に
従

事
し
て
い
た
本
邦
の
事
業
所
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
留
学
の
項
の
資
料
の
欄
第
一
号
中
「
、
研
究
生
又
は
聴
講
生
と
し
て
教
育
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
当
該
機
関
か
ら
の
研
究
内
容
又
は
科
目
及
び
時
間
数
を
証
す
る
文
書
」
を
削
り
、
同
欄
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

申
請
人
が
研
究
生
又
は
聴
講
生
と
し
て
教
育
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
機
関
か
ら
の
研
究
内
容
又
は

科
目
及
び
時
間
数
を
証
す
る
文
書

四

申
請
人
が
基
準
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
（
以
下
「
基
準
省

令
の
留
学
の
項
」
と
い
う
。）の
下
欄
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
活
動
を
行
う
場
合
は
、
卒
業
証
明
書
及
び
経
歴
を
明
ら

か
に
す
る
文
書

別
表
第
三
の
就
学
の
項
を
削
る
。

別
表
第
三
の
二
の
留
学
の
項
の
資
料
の
欄
第
一
号
中
「
成
績
証
明
書
」
の
下
に「（
申
請
人
が
基
準
省
令
の
留
学
の
項

の
下
欄
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
活
動
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
出
席
状
況
を
記
載
し
た
成
績
証
明
書
）」を
加
え
る
。

別
表
第
三
の
二
の
就
学
の
項
を
削
る
。

別
表
第
四
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
（
留
学
）
の
項
（
以
下
「
別
表
第
四
の
留

学
の
項
」
と
い
う
。）の
下
欄
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

本
人
が
基
準
省
令
の
留
学
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
活
動
を
行
う
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
者

ア

本
人
に
対
し
て
奨
学
金
を
支
給
す
る
機
関
そ
の
他
の
本
人
の
学
費
又
は
滞
在
費
を
支
弁
す
る
機
関
の
職
員

イ

本
人
の
学
費
又
は
滞
在
費
を
支
弁
す
る
者

ウ

本
邦
に
居
住
す
る
本
人
の
親
族

三

本
人
が
基
準
省
令
の
留
学
の
項
の
下
欄
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
活
動
を
行
う
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
者

ア

本
人
が
交
換
学
生
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
学
生
交
換
計
画
を
策
定
し
た
機
関
の
職
員

イ

本
人
が
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。）に
お
い
て
教
育
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
本
邦
に
居
住
す
る
本
人
の
親
族

別
表
第
四
の
留
学
の
項
の
下
欄
第
四
号
を
削
る
。

別
表
第
四
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
就
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
（
就
学
）
の
項
を
削
る
。
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